
 
 
 
 
 

 

 

  

  

 

 

味の素株式会社（社長：西井孝明 本社：東京都中央区）は、カプシエイト類の一種で、当社独自の抗肥満

素材であるジヒドロカプシエイト※１について、２０１２年１１月の食品・飲料用途に続き、２０１５年９月

１８日に欧州委員会よりサプリメントおよび粉末飲料用途で Novel Food（新規食品）（以下「ノベルフード」）

の認可を追加取得しました。これにより、欧州連合（ＥＵ）加盟２８カ国において食品・飲料に加えて、サプ

リメントや粉末飲料への利用が可能になります。 

 

ノベルフードの認可は１９９７年にＥＵが導入した「新規食品に関する規則」に基づいて、同規則導入以前

に欧州でほとんど消費されていなかった食品成分がＥＵ域内で流通するために必要とされる制度です。これは、

科学的データや安全性に関する情報をもとに、欧州食品安全機関（ＥＦＳＡ）によってヒトの体に悪影響が  

ないことが徹底的に評価、審査され、欧州委員会の承認を経て取得できるものです。 

 

ジヒドロカプシエイトは、エネルギー代謝を亢進させる作用が

確認されており、抗肥満効果が期待されています。当社は、独自

の酵素技術によって、このジヒドロカプシエイトのより安定的な

生産と供給を可能にしました。 

 

近年、肥満は世界的な健康課題の１つとなっており、特に欧米

では深刻な問題となっています。そうした社会環境の下、    

ジヒドロカプシエイトは、米国ではすでにＮＤＩ※２（２００７年）

やＧＲＡＳ※３（２００９年）の届出が受理されています。欧州

では２０１２年に欧州委員会より食品・飲料用途でノベルフード

の認可を取得し、今回、新たにサプリメントおよび粉末飲料用途

で認可を取得しました。また、メキシコでも２０１５年７月   

１４日に食品用途について新規食品原料の届出が受理されました。

当社は今後、欧州をはじめ米国、メキシコなどグローバルに、様々

な食品やサプリメントへの機能性素材の供給を拡大していきます。 

 

当社グループは、２１世紀の人類社会の課題である「健康な生活」「地球持続性」「食資源」に事業を通じて

貢献していきます。 

 

 

 ２０１５年１０月２２日 

*：p<0.05；2 つの群で統計学的に有意な差があることを 
意味する 
 

縦軸（Change in metabolic rate）は、対照食（Placebo）、 
ジヒドロカプシエイト（Dihydrocapsiate）、それぞれ    
28 日間連続摂取した後のエネルギー消費量の増加 

（kcal/日） 
出典： Galgani JE, et al., Am J Clin Nutr, 2010; 
1089-1093よりわかりやすく改変 

エネルギー消費量の増加 
（kcal/日） 

カプシエイト類の一種が 
欧州連合(ＥＵ)で Novel Food(新規食品)の認可を追加取得 

“抗肥満素材”としてサプリメントおよび粉末飲料用途へ拡大 
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用語説明 

 

※１：ジヒドロカプシエイト 

ジヒドロカプシエイトは辛くないトウガラシ“ＣＨ－１９甘（アマ）”から同定されたカプシエイト類の１種

です。カプシエイト類はトウガラシの辛み成分であるカプサイシンと構造が類似していますが、その辛みや刺

激性は非常に弱く、カプサイシンの辛さの約１／１０００です。 

カプシエイト類にはエネルギー消費の指標である酸素消費量の増加や褐色脂肪組織＊の活性化が認められて

おり、国内外の専門家から注目を集めています。 
 

＊褐色脂肪組織：組織（細胞）内で脂肪を分解し、熱を産生します。全身のエネルギー消費量の調節を担い、体脂

肪量の減少に寄与することが近年の研究で明らかになっています。 

 

※２：ＮＤＩ 

ＮＤＩは New Dietary Ingredient（新規サプリメント成分）の略であり、１９９４年１０月に施行された   

ＤＳＨＥＡ（Dietary Supplement Health and Education Act:栄養補助食品健康教育法）において、当該成分

の米国市場導入７５日以前にＦＤＡへの届出が義務づけられています。提出されたＮＤＩの届出は、ＦＤＡに

おいて、その安全性を中心に評価されます。 

 

※３：ＧＲＡＳ 

ＧＲＡＳとは Generally Recognized as Safe の略で、１９５８年に米国食品医薬局（ＦＤＡ）が定めた制度

で、食品に使用する物質について使用条件下で一般に安全と考えられるかどうか、専門の学識経験者により客

観的な評価を行う制度です。米国では、食品（サプリメントは除く）に使用する新たな物質については、食品

添加物としての認可やＧＲＡＳであることを確認する必要があります。 

 

 

 


